
お知らせ

令和4年度千葉県後発医薬品安心使用促進協議会について

（講演に際して頂いたご質問）

・実際、現場の声としてはジェネリック医薬品を出したいが出せない。供給が不安定であることから

前年度の実績に基づいてしかジェネリック医薬品が入手できない状況も使用促進の足かせになっ

ている。

・患者としては毎回ジェネリック医薬品のメーカーが変わることに対してあまりよく思わず、その気

持ちを医師に向けてくるケースもある。

・自然災害が起こった際にどのような事態になるか、その際どのような対応が必要かも頭をよぎる。

・現在の供給問題は、ジェネリック医薬品だけでなく先発品を含めた医薬品全体の状況であると思っ

ている。本問題については薬価の決め方に言及するなど多角的に対応しなければ解決しない。薬を

守るという観点からこちら（医療関係者）も声を発していかねばいけないと思っている。

・メーカーや卸など、現在の問題に対する打開策を検討いただき国に意見を出してほしい。

・GE薬協が実施している外部機関による各社の管理体制の確認について、やるのは良いがその結果

は情報公開するのか？

・GMP/GQPだけでなく製造能力の情報は公開されているのか？
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2023年5月23日（木）18:00～19:00

千葉県庁

対面＋オンライン

小塙 伸忠 氏（日本ジェネリック製薬協会 政策委員会渉外グループ）

 「『ジェネリック医薬品に対する信頼の回復』に向けた日本ジェネリック製薬協会の取

組みについて」を説明しました。
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